

















































































































































る註釈，2. BhRA はバクティを論じた著作，3. BhGGAD は BhG に対す
る広汎な註釈，5. HLAV は，ベンガルのヴィシュヌ教徒の修辞学者ヴ
ォーパデーヴァ（Vopadeva or Bopadeva, ca. 12-13th）が著した BhP のイ
ンデックス的著作 Halilīlāmṛta に対する註釈，6. ĪPP は様々な学派の主
宰神論やそれにまつわる議論を述べ，最終的にアドヴァイタ学派の主宰
神観を開陳する書である．そして，本稿で扱う 4. PP は，冒頭で述べた
通り，BhP 冒頭第一偈に対する註釈である．以上のように，マドゥスー






















勢力を誇っていた Gauḍīyavaiṣṇava が BhP を中心とする一派であり，彼























PPD The Harilīlāmṛtam by Śrī Bopadeva with Commentary by Śrī
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Madhusūdana Sarasvatī and Śrī Bhāgavata (First Śloka) with The
Paramahaṃsapriyā Commentary by The Same Commentator. Ed.
Parajuli Pandit Devi Datta Upadhyaya (Chowkhamba Sanskrit
Series no. 411). Benares: The Chowkhamba Sanskrit Series office
1933, pp. 58-73.
PPK Śrīmadbhāgavatamahāpurāṇam Sātvatasaṃhitā: anekavyākhyāsa-
malaṅkṛtam. Prathamaskandhaḥ. Ed. Śrī Śrīmad Kriṣṇa Śaṅkara
Śāstrī. Ahmedabad: Śrībhāgavatavidyāpīṭha 1965, pp. 55-60.
PPS Śrīmadhusūdanasarasvatībhiḥ viracitā Paramahaṃsapriyā nāma
Śrīmadbhagavatādyapadyavyākhyā. Ed. Svāmīnīlakaṇṭhānandagiri.
Brahmacārī Gyānavaitanya for www.lalitaalaalitah.com 2011.
尚，PP の写本に関していずれの刊本にも情報が載っていない．今後
様々な写本のカタログで PP 写本を探し，また入手する必要がある19．
PPD は 16 ページ，PPK は 5 ページ，PPS は 23 ページと，刊本によっ
て文章の組み方が違うためページ数に差があるものの，BhP の冒頭第一
頌だけに対する註釈だけあって，PP は小作品であると言える．しかし，
BhP 1.1.1 は 1pāda19 音節の Śārdūlavikrīḍita 体であり，1pāda8 音節の



















は BhP 冒頭第一頌に対する註釈である．先ず，その BhP 1.1.1 を提示す
る．
janmādy asya yato 'nvayād itarataś cārtheṣv abhijñas svarāṭ tene brahma
hṛdā ya ādikavaye muhyanti yat sūrayaḥ /
tejovārimṛdāṃ yathā vinimayo yatra trisargo mṛṣā dhāmnā svena sadā





















PPD 69,9），「プラーナ学者に好まれる」（paurāṇikāya rocate, PPD 71,3），
























ものとして BhP 1.1.1 を解釈している．この構造は BhP 1.1.1 と一致す
るものである．そして，ブラフマンやヴァースデーヴァ神やクリシュナ















tman）を主題とする註釈（PPD 65,8-67,26），③ BhP は BS と一致するこ
とを示す註釈（PPD 67,26-68,16），④ BhP はガーヤトリー讃歌（Gāyatrī,
Ṛgveda 3.62.10）と一致することを示す註釈（PPD 68,16-24），⑤ BhP




PPD 59,19-21: śuddhasya brahmaṇo nididhyāsyamānasya paramārthasatya-





PPD 63,12-14: evaṃ pūrvārdhena tatpadavācyārtham uktvā, aparārdhena
tallakṣyaṃ vaktum ārabhamāṇo "adhyāropāpavādābhyāṃ niṣprapañcaṃ























PPD 65,9f.: atha ca tvaṃpadārtho 'pi śakyate 'nena ślokena darśayitum.
ところで（atha ca），「汝」という語の意味内容も，この頌によって
示すことが出来る．
PPD 67,12-14: evaṃ tvaṃpadavācyārthaṃ pūrvārdhena pratipādya, talla-
kṣyam uttarārdhena vaktum adhyāropāpavādanyāyenārabhate - tejovāri-














③ BhP は BS と一致することを示す註釈
この③では，BhP 1.1.1ab が BS 第一篇と一致すること，BhP 1.1.1c が
BS 第二篇と一致すること，BhP 1.1.1d の「［私たちは］静慮しよう」
（dhīmahi）が BS 第三篇と一致すること， BhP 1.1.1d の残りの箇所が
BS 第四篇と一致することが説かれている．
④ BhP はガーヤトリー讃歌と一致することを示す註釈
④では，ガーヤトリー讃歌が BhP 1.1.1 と対応していることが説明さ
れている．
⑤ BhP 1.1.1 に BhP の 10 の特徴が収束するという註釈
⑤では，BhP 2.10.1-9 に説かれている BhP の 10 の特徴である創出
（sarga），二次創出（visarga），存続（sthāna），育成（poṣaṇa），加護
（ūti），マヌの時代（manvantara），支配者（王）の物語（īśānukathā），
崩壊（nirodha），解脱（mukti），拠所（āśraya）が BhP 1.1.1 に説かれて
いることが述べられている．PP においてこの 10 の特徴は， BhP 全十
二巻のうち BhP の第三巻から第十二巻までにそれぞれ説かれていると
され，また BhP 第一巻で説かれている有資格者（adhikārin），第二巻で
説かれている達成手段の確定（sādhanānuṣṭhāna）も BhP 1.1.1 で説かれ


















に Bṛhadāraṇyaka や Chāndogya 等といった古ウパニシャッドが認識手段
として引用されている．加えて，BhP の文句に対して独特な解釈を下す
場合がわずかではあるが存在し，その際には，サンスクリット語として
可能な解釈であることを示すために，パーニニ（Pāṇini, ca. B.C. 5th）や
パタンジャリ（Patañjali, ca. B.C. 2th-A.D. 2th）と言った文法学派の典籍










































































い hiraṇyagarbhasya vedāpravaktṛtvaṃ jagadanupādānatvaṃ ca
・思考器官のみによってヴェーダの意味内容を把握する者であるの
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bhagavatā punaḥ teṣāṃ sarjanam
・ブラフマーの満足のために，彼によって運び去られた者達は連れ
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5 Chaudhuri[2012] pp. 325-396，原[1982] pp. 162-163 参照．また，シヴァ教系
のアドヴァイタ学派の学者アッパヤ・ディークシタ（Appaya Dīkṣita, ca.
1550）は，シュリーカンタの BS 註解に複註を著している．
6 Chaudhuri[2012] pp. 397-438，原[1982] pp. 166-167 参照．
7 他にも，重要なシヴァ教の学派としてトリカ派（Trika），獣主派（Pāśupa-
ta），水銀派（Raseśvara）が挙げられる．原[1982] pp. 161-168 参照．
8 しかし，その名前がシヴァ神の異名であるため，アドヴァイタ学派の開祖
シャンカラはシヴァ神の化身とされている．
9 前田[1982a] p. 472 参照．
10 今までになされて来たマドゥスーダナの宗教哲学に関する研究は，ほと
んどがバクティに関するものである．それには以下のようなものがある．
Patankar[1987], 日野[1985a], [1985b], Nelson[1988], [1989], [2004], [2007], Gu-
pta[2006]．しかし，日野[1988] は，ブラフマンとクリシュナ神の関係にまで
説き及んでいる．
11 Gupta[2006] p. 11 参照．このリストは，相互の引用関係等から Gupta 女史
によって著作順に並べられたものである．









15 Sheridan[1986] p. 118 によれば，チッツカ（Citsukha, ca. 13 ）とプニヤーth





それはひとえに，MBh の神髄は BhG に結集していると考えていたためであ
ろう．因みに，BhP の成立は 10 世紀頃とされ，シャンカラが活動していた
時代にはまだ成立していなかった．
17 この文章は，Chāndogyopaniṣad 6.7.8 以下に幾度も現れるものであり，Bṛ-
hadāraṇyakopaniṣadの「私はブラフマンである」（ahaṃ brahmāsmi）と共に，
ウパニシャッドの二大文章と呼ばれ，重要視されている．
18 BhGGAD 3,30-32: tatra tu prathame kāṇḍe karmatattyāgavartmanā / tvaṃpadā-
rtho viśuddhātmā sopapattir nirūpyate //8// dvitīye bhagavadbhaktiniṣṭhāvarṇanava-
rtmanā / bhagavān paramānandas tatpadārtho 'vadhāryate //9// tṛtīye tu tayor aikya-















19 もしも PP の写本情報を持っている方がいらっしゃれば，ご教示いただけ
れば幸いである．
































28 眞鍋[2014], [2015], [forthcoming]．
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いる）．島・引田[1988]参照．
